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北アルプス地域サポーター：北アルプス地域の地域おこし協力隊の活動や任期終了後の定住を応援する個人や団体。隊員の起業や就農、日々の活動等に関する相談に
応じる。
北アルプス連携自立圏：圏域５市町村が、地方自治法に基づく連携協約を締結し、移住交流や消費生活センターの運営などを連携・共同して実施。県では広域連携推
進事業交付金等により取組を支援。

４北アルプス地域を選び、生き生きと活動できる地域づくり

地域おこし協力隊員の相談会

首都圏での移住セミナー 高齢者の福祉施設でのしめ縄づくり

災害時住民支え合いマップ：災害時、避難に支援が必要な人と近隣の支援者や有資格者（看護師・介護士等）、避難場所や医療・福祉拠点などの社会資源等を表記し
た地図のこと。

自主防災組織：「自分たちの地域は自分たちで守る」という自覚、連帯感に基づき、自主的に結成する防災組織であり、災害による被害を予防、あるいは軽減するた
めの活動を行う。

地域における避難所訓練 西親沢小谷村若栗砂防えん堤

糸魚川市

静岡市

新潟県

群馬県

長野県

埼玉県

山梨県

静岡県
愛知県

岐阜県

石川県
富山県
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　住民の力を活かした地域防災力の向上により、誰もが安心して暮らし、訪れる地域をつ

くります。

住民の力を活かした地域防災力の向上
　●防災シンポジウム等を通じた防災意識の向上

　●災害時住民支え合いマップ ※ や避難所運営マニュアルの策定・更新

　●自主防災組織 ※ の設置・活性化

観光地の防災対策の強化
　●観光地の災害時における情報共有・伝達方法や避難対策の検討

砂防施設等の整備、緊急輸送路の防災機能の強化
　●砂防えん堤、地すべり防止施設等の計画的な整備

　●橋梁補修、道路防災工事等の計画的な実施

　「暮らす人」誰もが自信と誇りを持ち、生き生きと暮らし活動できる仕組みづくりを通して、

移住・Ｕターン・定住しやすい地域をめざします。

若者の定住・定着支援、地域を支える人材の確保
　●高等学校でのキャリア教育の充実

　●Ｕターン就職の促進

　●若者が地域への愛着を深める機会の提供

地域おこし協力隊員の定着支援
　●交流会・相談会等の開催による起業、就農等の支援

　●北アルプス地域サポーター ※ の設置

北アルプス連携自立圏 ※ と連携した移住・定住の推進
　●北アルプス地域での暮らし・働く魅力の発信

外国籍住民が暮らしやすい環境整備の推進
　●市町村等が行う外国籍住民が安心して暮らせる相談体制や情報提供の充実への支援

高齢者の社会参加の推進
　●活動の場を求めるシニアと活動の場を提供する団体等のマッチングの促進

災害時住民支え合いマップ
策定地区数

159 地区

（2017年度）
230 地区
（2022年度）

移住者数 161 人

（2016年度）
224 人
（2022年度）

保
健
・
医
療
・
福
祉
、
防
災

移
住
・
定
住

取り組み

目　　標

取り組み

目　　標

糸魚川 - 静岡構造線断層帯

長野県

小谷村

白馬村

大町市

松川村

池田町

防　災

北アルプス地域には糸魚川・静岡構造

線断層帯が走っており、30 年以内の震

度６弱以上の地震発生率は、池田町、

松川村が 22％、大町市が 14％と推計

されています。

　※出典：地震ハザードステーション 2016 年版
　　　　　（防災科学技術研究所）
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５ 地域を支える松本糸魚川連絡道路の整備

地域高規格道路：高速道路網と一体となって高速交通体系を築き、地域相互の交流促進・連携強化を図る質の高い道路のこと。サービス速度は路線全体として概ね
60km/h 以上を確保する。

雨中２号トンネルの坑口部

9 10

　北アルプス地域と松本地域や糸魚川地域とを結ぶ地域高規格道路 ※ の調査検討や整備を

進め、地域経済の活性化と地域住民の利便性の向上をめざします。

大町市街地南の現道活用区間、大町市街地区間の調査・検討
　●計画決定に向け必要な調査を実施

　●市街地区間は、まちづくりなど様々な観点からルートを検討　

国道148 号小谷村雨中バイパスの整備
　●雨中１・２号トンネル工事、橋梁工事、地すべり対策工事の実施

国道148 号白馬村白馬北工区の整備
　●雨中１・２号トンネルの残土を活用し本工事を実施

N

長野自動車道

松本IC 梓川SA
スマートIC

安曇野IC

安曇野北IC
（仮称）

国営アルプス
あづみの公園

国営アルプス
あづみの公園

大町市市街地
白馬村市街地

小谷村
雨中地区

追越車線４箇所、
立体交差１箇所

高速道路を活用 現道活用区間 現道活用区間 現道活用区間 現道活用区間

バイパス案も含め
更なる調査・検討
を行う区間

バイパス案も含め
更なる調査・検討
を行う区間

バイパス案も含め
更なる調査・検討
を行う区間
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しあわせ信州創造プラン 2.0

長野県総合５か年計画

～学びと自治の力で拓く新時代～

長野県北アルプス地域振興局

北アルプス地域計画

北アルプス地域　　大町市、池田町、松川村、白馬村、小谷村

長野県北アルプス地域振興局

〒398-8602　長野県大町市大町1058-2
電話：0261-22-5111（代表）/0261-23-6501（直通）
Eメール：kitachi-kikaku@pref.nagano.lg.jp

しあわせ信州創造プラン 2.0

北アルプス地域計画


